
ものづくり人材育成に関する最近の主な政府方針等

１ 日本再興戦略 -JAPAN is BACK-（抜粋）

（平成２５年６月１４日閣議決定）
第Ⅰ 総論

２．成長への道筋

( ) 全員参加・世界で勝てる人材を育てる2
人材こそが日本が世界に誇る最大の資源である。日本の経済社会

を覆う閉塞感や経済の停滞の最大の要因の一つは、少子高齢化の中

、 。で 人材の持つポテンシャルが十分に発揮されていないことにある

（中略）

これは裏返して言えば、今のシステムを大胆に変えさえすれば、

経済成長に必要な人材資源を大きく取り入れ、少子高齢化に歯止め

をかけ、我が国の潜在成長率を高めることができるということであ

る。

（中略）

（日本の若者を世界で活躍できる人材に育て上げる）

今や日本の若者は世界の若者との競争にさらされている。将来の

日本を担う若者が、国際マーケットでの競争に勝ち抜き、学術研究

や文化・国際貢献の面でも世界の舞台で活躍できるようにするため

には、まず何よりも教育する側、すなわち学校を世界標準に変えて

いくことを急がなければならない。

（中略）

第Ⅱ ３つのアクションプラン

一．日本産業再興プラン ～ヒト、モノ、カネを活性化する～

企業や人材を世界で戦える筋肉質な体質とするため、民間の決断を迫

りながら、産業の新陳代謝の促進、雇用制度改革や人材力の強化を徹底

して進める。縦割りを廃した科学技術政策と世界をにらんだ 戦略にIT
より、イノベーション力を飛躍的に高め、規制改革、特区の徹底活用及

び立地競争力の抜本的改善により、規制省国を目指す。

これにより、グローバル競争に勝ち抜ける製造業の復活、付加価値の

高いサービス産業の創出を図るとともに、企業が活動しやすく、個人の

可能性が最大限発揮される社会を実現する。

（中略）

６．中小企業・小規模事業者の革新

、 、 、全国４２０万の中小企業・小規模事業者 地域に広がるヒト モノ

コミュニティといった経営資源は、日本の製造業の復活を支え、付加

価値の高いサービス産業の源泉であり、世界に誇るべき産業基盤であ

る。こうした産業基盤の革新が、地域経済を再生させ、我が国の国際
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競争力を底上げすることにつながる。

２ ２０１３年版ものづくり白書（抜粋）

（平成２５年６月７日閣議決定）
４．ものづくり立国に向けた基盤整備

( ) 若年者に対する技能啓発の推進3
若者のものづくり離れ、技能離れが見られる中、技能労働者の地位の

向上を図り、若者が進んで技能者を目指す環境の整備や、産業の基礎と

なる高度な技能を有する技能者の育成が不可欠である。

次代のものづくり産業を担う若年者に対し、技能やものづくりに対す

る関心･興味を喚起していくことを目的として、職業能力開発施設や業

界団体、教育機関などの関係機関との連携により、優れた技能者の製作

実演や作品の紹介を行うとともに、若年技能者との交流などを図れる機

会を設けている。

また、生徒の技能向上を図りたい工業高校や、従業員の技能向上を目

指す中小企業に対し、熟練技能者との仲介を行い、工業高校や中小企業

などに熟練技能者を派遣し実技指導を行うことにより、ものづくりの楽

しさを伝え、技能の継承を図っている。

２０１３年度からは、ものづくりマイスター制度を創設し 「ものづ、

くりマイスター」が広く若年技能者への実技指導を行い、効果的な技能

の継承や後継者の育成を行っている。また、技能士のスキルアップを図

るとともに、技能士を活用した意識啓発事業を行うことにより、地域関

係者の創意工夫による技能尊重気運の醸成を図っている。
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○
も
の
づ
く
り
分
野
の
職
業
訓
練
の
充
実
に
加
え
、
優
れ
た
ス
キ
ル
、
経
験
を
備
え
た
技
能
者
を
「
も
の
づ
く
り

マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
登
録
・
活
用
す
る
仕
組
み
を
新
た
に
設
け
る
な
ど
、
若
者
へ
の
実
技
指
導
の
強
化
を
図
る
。

○
技
能
検
定
制
度
、
国
内
外
の
技
能
競
技
大
会
を
活
用
し
た
能
力
評
価
、
技
能
振
興
等
の
総
合
的
な
取
組
を
推
進

し
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
基
盤
・
競
争
力
を
支
え
る
若
年
人
材
の
確
保
・
育
成
、
技
能
の
継
承
・
向
上
を
図
る
。

○
も
の
づ
く
り
に
関
し
て
す
ぐ
れ
た
技
能
経
験
を
有
す
る
者
（
1級
技
能
士
相
当
以
上
、
実
務
経
験
15
年
以
上
等
）

を
「
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
し
て
登
録
。
（
今
年
度
の
目
標
登
録
数
は
1,
42
0人
。
）

○
マ
イ
ス
タ
ー
を
中
小
企
業
、
学
校
等
に
派
遣
し
、
技
能
競
技
大
会
の
課
題
等
を
活
用
し
、
若
年
技
能
者
等
へ
の
実

践
的
な
実
技
指
導
を
実
施
。

も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
（
若
年
技
能
者
人
材
育
成
支
援
等
事
業
／
平
成
2
5
年
度
～
）

○
全
国
11
校
の
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
で
、
高
校
卒
業
者
を
対
象
に
、
生
産
技
術
・
生

産
管
理
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
う
る
中
核
的
な
人
材
の
育
成
等
を
実
施
。

（
平
成
25
年
4月
現
在
学
生
数
5,
3
89
人
（
う
ち
、
も
の
づ
く
り
系
4,
6
78
人
）
）

も
の
づ
く
り
分
野
の
公
共
職
業
訓
練

○
平
成
25
年
4月
1日
現
在
12
8職
種
（
う
ち
製
造
業
、

建
設
業
関
係
は
、
10
2職
種
＊
）
。

○
制
度
創
設
以
降
、
延
べ
約
51
9万
人
が
「
技
能
士
」

技
能
検
定

○
技
能
五
輪
全
国
大
会

＜
技
能
検
定
2
級
以
上
の
2
3
歳
以
下
が
対
象
＞

○
技
能
五
輪
国
際
大
会

＜
技
能
五
輪
全
国
大
会
の
金
メ
ダ
ル
受
賞
者
（
開
催
年
に

満
2
2
歳
以
下
の
者
）
等
が
対
象
＞

技
能
競
技
大
会

マ
イ
ス
タ
ー
を
活
用
し
、
若
者
を
職
業
訓
練
に
誘
導

訓
練
の
成
果
を

検
定
に
よ
り
評
価

競
技
大
会
に
向
け
て
、

マ
イ
ス
タ
ー
が
実
技
指
導

競
技
大
会
に
向
け
た

一
層
の
技
能
研
鑽

も
の
づ
く
り
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
技
能
者
育
成
の
取
組
の
全
体
像

＊
「
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
制
度
上
は
、
こ
れ
以
外
の
も
の
づ
く
り
要
素
の
強
い

職
種
も
対
象
と
す
る
等
に
よ
り
、

10
5の
技
能
検
定
職
種
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
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